
ハ
イ
ヂ
癒
や
し
た
い
」

　
ハ
イ
チ
大
地
震
の
被
災

者
支
援
の
た
め
、
国
際
医

療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
（
岡
山
市
北
区
伊
福
町
）

が
1
8
、
1
9
の
両
日
、
ハ
イ

チ
の
子
ど
も
た
ち
を
隣
国

の
ド
ミ
ニ
カ
共
和
国
に
招

い
て
開
く
ス
ポ
ー
ツ
親
善

交
流
に
、
県
内
か
ら
新
庄

回
折
正
中
３
年
の
新
家

夢
紬
さ
ん
（
1
5
）
と
妹
の
同

工
年
百
合
絵
さ
ん
（
1
3
）
が

参
加
す
る
。
２
人
は
「
交

流
を
通
じ
て
、
少
し
で
も

被
災
者
の
役
に
立
ち
た

い
」
と
張
り
切
っ
て
い
る
。

　
交
流
は
、
心
の
ケ
ア
と

ＡＭＤＡスポーツ親善交流

　
　
継
続
的
な
復
興
支
援
が
目
目
で
見
て
み
た
い
」
と
希

’
□
的
。
２
人
の
ほ
か
、
福
山
望
し
た
。

―
’
刀
市
、
大
阪
府
の
中
高
生
計
　
３
年
前
か
ら
自
宅
に
外

参

1
6
人
が
ハ
イ
チ
、
ド
ミ
ニ
国
人
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を

、
Ｉ
ノ
カ
共
和
国
の
子
ど
も
た
受
け
入
れ
る
な
ど
「
ず
っ

中

ち
と
サ
ズ
ー
大
会
や
文
と
外
国
に
興
味
が
あ
っ

脱

化
交
流
で
皿
瞰
を
深
め
た
」
と
夢
紬
さ
ん
。
２
人

傭
る
。
　
　
　
　
　
は
サ
ッ
カ
ー
経
験
が
ほ
と

’
禾
‐
　
新
庄
中
が
1
5
年
前
か
ら
ん
ど
な
い
が
、
父
親
と
続

J
I

R
R
の
祭
り
で
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
習
し
て
本
番
に
備
え
る
。

姉

を
支
援
す
る
募
金
活
動
を
文
化
交
流
に
向
け
て
は

ん
行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
派
「
自
然
豊
か
な
新
庄
の
四

さ
遣
を
打
診
。
全
校
生
徒
2
8
季
を
紹
介
し
た
い
」
と
発

家
人
の
う
ち
、
新
家
さ
ん
姉
表
の
た
め
の
資
料
作
り
に

む
哨
妹
が
「
い
ろ
ん
な
経
験
が
励
ん
で
い
る
。
地
元
の
「
が

血
木
で
き
る
貴
重
な
機
会
。
Ａ
い
せ
ん
桜
」
に
ち
な
ん
だ

　
　
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
仕
事
を
自
分
の
押
し
花
の
し
お
り
も
用
意

18､19日子どもらとサッ力
し
、
現
地
の
子
ど
も
た
ち
日
に
成
田
空
港
か
ら
出

に
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
こ
と
国
。
交
流
事
業
の
ほ
か
、

に
し
て
い
る
。
　
　
　
　
国
連
本
部
の
視
察
な
ど
を

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
苛
波
茂
代
行
い
、
2
5
日
に
帰
国
す
る

表
（
6
3
）
ら
一
行
2
5
人
は
1
6
予
定
。
（
伊
丹
友
香
）

スポーツ親善交流へ抱負を語る夢紬さん
　（左）と百合絵さん　　Ｊ　‥‥‥‥‥‥
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